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l乙分布し，主主宵期間内i乙次々と新しい芽ぞ伸ばすマツ類 2白川である。 ζのようなマツでは， 引
き続く新しい芽の伸長と，それにともなう新築の伸長により乙は生康器官が著しく増加 1)
することになる。他方，変の葉の増加は物禁生産 2)I乙とって必ずしも有利に作用するとは思わ








樹1 fr~，原陵地の平均緯度 (ML)，平均視議指数 (MWI)などを整理してTablellζ示した。
Table 1. Pines and native regions examined th邑 leaffal 
Speci告S
Subsect. Australes 
P. rigida MILL. 
P‘pungens LAMB. 
P. echinata MILL. 
P. taeda L. 
P. palustris MILL. 
P. elliottii ENGELM. 
Subsect. Sy lves tres 
P. pinaster AIT目*
P. haleρensis MILL. 
Subsect. Contortae 











P. radiata D. Dα{. 8 
P白 patulaSCH. & CHAM. 24 
P. greggII ENGELM. 13 
* sometime multinodal 
Native region 
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Monthly n巴edlefall of 12 pines in multi同flashtype or Ta日da-typeof shoot 
in 1976 (broken lin告s)and 1977 (dott百dlines) . 
Fig.1 
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Fig. 1に見られるように， 12艇のマツの搭葉!tJ]は閣によって突に様々である o 純資年による極




務撲が少ない方向へ影響ーするらしい。他の種類での2年間の変動型はよく似ていた o P. rigida， 
P. þungens ではl河年度で溶'1ll1~Wìのピークが明らかに異なっていたが，秋の気磁{低底下




P. rigi目da，P. tungens， P. virginianαは仁1:1緯j交の年間の気組変化が比較的明離な場所を}t京政
i也とする様鍛である。 ζれらのマツは多郎を形成するが，駅員IJとしては芽の伸長が一@]のマツ類
である。乙れらの槌の落誕期は，高練度地方l乙分布する多くの単節型の額百{とほぼi司じであり，
秋l乙ー1mの典型的な務葉パターンを示した。たTごし，P. viな1目nia，P. tuηgensでは， 5月にも
出かではあるが，部議が認められる。この脊のわずかな落葉も，単簡般のマツ類にしばしば認め
られた性質であった。




上記の 2際金合め，前fむの3擦では，京都での秋に紅葉 (2奇襲)が認められ， 搭襲Wjの訪れは，
落葉数そのものを調べなくてもそれぞ知る ζ とができ，落襲現象i乙，四季の変化l乙適応して獲得
した砲の性質が伺われる。
P.ρinaster， P. halゅの2SISは地中海沿岸に分布するマツである。 P.ti加 sterは単郎1liM仲良るを
謀本とするが， P. haletensisは典型的な多色iriMi援をえおす総務である oP. tinasterの器禁は，
から秋(7月一 9月)に多い。 P.haletensIsは4月から10月まで‘の長い住育期間にわたり搭葉
が認められた。
P. radiata， P. tatula， P. greggiiは北アメリカ大陸の間部に額分化した近縁関であり，典
型的な多節伸長会伴う偲顕である。これらの務擦は，冬季には少ないものの，ほほ年1mを通じて
認められた。 P.仰lstris，P. elliottiiは， 1弓じ大陸の東部に能分化した近縁磁であり，典製的
な多望i'i伸長のマツである。 ζの2搬の部諜は特定の季節告もたず，本調査では必!援に応じた葉の
除去ぞ行っていた。 P.elliottii 7) tζ関しでは，原産地での溶誕速度がリタ一生践に関連してリ
タトラップ法により翻べられている。 ζのiJ¥lj定例も今関の校のセンサス法とほとんど同じ結
果号告示し，年開を通じて搭撰していた。
2. 溶 と 協会
前報告-で検討したように，マツの落擦は，おい梁を1民改，除去するものでなく，機々な年齢の
禁制笥ヲ!く方法であった。多節伸長型のマツ類でもその間向は変わらず，探々な諜齢からなって
いた (Fig.2. Fig. 3 )。秋l乙一斉に落葉したP.virginiana， P. rigida， P.ρungensでは 1，
































Age and time of needl巴 fall(%) of multi“flash type sp日ciesin 3 Subsections. Fig.2 
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1 -year-old needles 臨調needles of cur'rent year 





































さ当年;乙発往した誕の落葉は.P.ρungens， P.radiαta. P.ρinαster fζ認められた。P.仰ngens
では秋に謀議したが• P. radiata. P. tinasterでは，存q乙伸長した新撰が， 変から秋にかけて
10%程度務葉した。 P.ρinaster，P. radiαtaはマツパノタマパエ 8ι9)が寄生するf11i類であるが
その加護はまれで・ある。調査した 2年間に上賀茂試験地での力IH警は認められなかった。これら 3
態のマツの新築の搭葉は. I日葉の器禁i腕とほぼ問じ事節であった ζ と， ζの虫の容を受けない







にする乙とが多いので，務薬製としては，秋の一斉製 1)が多い。 ζの怒味では， 多節{市長摺の
マツ類は成長期闘が長く，冬季でもi綴i毘な地域をj京産地とする関が多いので. 12障の落葉タイプ
としては，務秋二部製.:im年製のマツが多い結果となっていた。
i拘報1)でのP.ρinea.P. roxburghii. P. merkusii. P. bungea聞は変l乙落葉し， 今闘の











の季節?に対応しているζとになる οP.roxburghii， P. merlmsiiは乾季の明確な気候条件下に分
布する槌類 5)である。乙れらの艇では，乾季に擦を除去する性質宅金獲得し，京都での 7. 8月
の乾操j拐に対応して搭摸したのかもしれない。
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To determine the speciation in the Genus Pinus， seasonal falling of needl邸 wasmeasured 
for 12 pines with multi-flash type shoot growth. 1he al pines were planted in Kyoto 
and kept under natural conditions. 111e falling of n出 dl悶 fromone branch was measured 
twice a month for two y巴ars.Fundamental thr・eepatterns of needle fal1 were identified 
as the result of pin出 withsingle flash type. 
Although the pines to show often multiイIashtype brought from middle latitude region 
such as P. rigida， the needles fel in autumn. Those of the pines brought from the warm 
temperate region， fel in spring and autumn.官letypical pines of multi-flash growth 
such as P. elliottii brought from the lower latitude region fel throughout the year. 
Some pines had needles falling mainly in summer as shown in P.ρinaster. 
The detection of four patterns in the needle fal was fundamentally same as the single 
flash type.イThisresult shows that the formation of the seasonal patterns of needle fal 
in pines formed after the speciation of shoot growth patterns. 
